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特集「教育とコンピュータ」の編集にあたって

角 田 博 保†1

「情報」教育に関する 5回目にあたる特集「教育とコンピュータ」を組ませていただいた．

対象は，情報教育の情報科学・工学的・教育学的見地からの抽象・設計・評価，初等中等高

等教育・企業の情報人材育成教育などの情報教育における目標・方法論・理論・実践例・評

価とその手法，情報教育教材，各種教育支援ツール，e-Learning，CMS，LMS，情報教育

の評価手法などに関するものとし，広い範囲で論文を募集した．

投稿された論文は，対象は学校（初等・中等・高等）教育から企業内教育まで多岐にわた

り，内容は，情報科学の観点から教育を論ずるもの，教育学の観点から情報科学・情報技術

の教育方法を論ずるもの，「情報」教育のカリキュラム・教材・システム環境を論ずるもの，

広範囲の教育の情報化を論ずるもの，情報教育の評価手法を論ずるもの，個別事例や実践例

を報告するものなど，多彩であった．

投稿論文数は 33編あり，採録された論文は 8編であった．採択率は約 24%である．この

2年減少していた投稿数，採択率は 3年前のレベルまで挽回している．研究会にて論文を良

くするための研究論文セッションを催した点，シンポジウムにて論文書き方チュートリアル

を開いた点，また，今回から，コンピュータと教育研究会に加えて，教育学習支援情報シス

テム研究会と連携することになった点が幾分か寄与しているものと思われる．33編の投稿

のうち，条件付採録になったものが 12編であった．査読者 1人が不採録と判定した条件付

採録論文のうち，照会後採録となった論文が 3編あったことからも，適切な査読コメントが

きわめて有益であることが認識される．

採録された論文は，「情報教育」，「教育支援」，「学習支援」に分けて整理している．「情

報教育」では，学習履歴を用いた履修者支援法を提案する 1編，特定のプログラミング学

習を実践評価する 1編，学習用フレームワークの提案と実践を述べた 1編がある．「教育支
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援」では，自習環境を構築し，実践した 1編，リアルタイムで授業を支援するシステムを提

案した 1編がある．「学習支援」では，語学学習，協調学習，遠隔学習それぞれに対応した

論文（都合 3編）がある．

最後に，本特集号を出版するうえであらゆる段階で労をいとわず作業を勧めていただいた

坂東宏和幹事を始めとする編集委員，厳しいスケジュールの中で丁寧にまた公平に査読をし

ていただいた匿名の査読者，スケジュール管理をはじめ適切な支援をしていただいた学会担

当者の方々に感謝の意を表します．
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